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本報告書は平成８，９年度文部省科学研究費補助金（一般研究(c)(2)）

による「石炭紀秋吉生物礁複合体の形成メカニズムと時代遷移過程の解

明」（研究課題番号：ＯＳ６４０Ｓｇ５）の研究成果をとりまとめたも

のである。

本研究の目的は，秋吉石灰岩層群下部層（石炭系）中に発達する生物

礁フレームワークを構築する化石群を古生態学・古環境学的に解析し，

これら化石群の石炭紀を通じて消長（時代遷移過程）を明らかにすると

ともに，秋吉生物礁複合体の形成メカニズムと地史を解明することであ

る。

研究代表者らは平成Ｓ’９年度の２年間にわたり，秋吉台西の台地域

の石灰岩採石場内で精力的に野外調査を行うとともに，石灰岩と造礁化

石群の試料の採集を行った。ざらに，これらの採集試料を大型の研磨石

板試料に加工委託するとともに，多くの石灰岩・化石薄片を作製した。

野外調査データおよび作製した試料の観察データに基づき，当初の研究

目的を達成すべ〈努力してきたが，完全に成しえたとは言い難いのが現

状である。

本報告書では，現時点までに得られている研究成果について，主に研

究テーマの前半部を「石炭紀秋吉生物礁複合体の形成過程」としてまと

め報告するものである。研究テーマの後半部の「秋吉生物礁複合体の時

代遷移過程」については，今後できる限り早い時期に成果をとりまとめ

公表する予定である。
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